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選者紹介

家
藤　

正
人
（
い
え
ふ
じ　

ま
さ
と
）
俳
句
集
団
「
い
つ
き
組
」

昭
和
六
十
一
年
愛
媛
県
生
れ
。
第
三
回
北
斗
賞
佳
作
。
松
山
市
公
式
俳
句
投
稿
サ
イ
ト
「
俳
句
ポ
ス
ト
365
」
初

心
者
投
句
欄
選
者
。
南
海
放
送
ラ
ジ
オ
「
夏
井
い
つ
き
の
一
句
一
遊
」
ア
シ
ス
タ
ン
ト
。「
令
和
相
聞
歌
」「
南

ア
ジ
ア
オ
ン
ラ
イ
ン
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
選
者
。

春
野
の
神
性
あ
ま
て
ら
す
あ
ま
て
ら
す

井
上　

康
明
（
い
の
う
え　

や
す
あ
き
）「
郭か

っ
こ
う公

」
主
宰　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
倶
楽
部
講
師

昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
生
れ
。
飯
田
龍
太
に
師
事
。
平
成
五
年
「
白
露
」（
廣
瀬
直
人
主
宰
）
創
刊
、
同
人
。

平
成
二
十
五
年
「
郭
公
」
創
刊
、
主
宰
。
毎
日
俳
壇
選
者
。
山
梨
日
日
新
聞
俳
句
欄
選
者
。
句
集
『
四
方
』

『
峽
谷
』。春

霜
や
束
ね
て
寝
か
す
桃
の
枝
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宮
坂
　
静
生
（
み
や
さ
か
　
し
ず
お
）「
岳た

け

」
主
宰

昭
和
十
二
年
長
野
県
生
れ
。
富
安
風
生
・
藤
田
湘
子
に
師
事
。
昭
和
五
十
三
年
「
岳
」
創
刊
、
主
宰
。
現
代
俳

句
協
会
特
別
顧
問
。
第
四
十
五
回
現
代
俳
句
協
会
賞
受
賞
。
著
書
『
俳
句
か
ら
だ
感
覚
』（
第
一
回
山
本
健
吉

文
学
賞
）『
語
り
か
け
る
季
語
ゆ
る
や
か
な
日
本
』（
第
五
十
八
回
読
売
文
学
賞
受
賞
）『
季
語
体
系
の
背
景
─

地
貌
季
語
探
訪
』、
句
集
『
雛
土
蔵
』（
第
十
一
回
俳
句
四
季
大
賞
）『
噴
井
』『
草
魂
』
な
ど
。

む
さ
さ
び
や
歳
月
塔
の
か
た
ち
な
す

和
田
　
華
凛
（
わ
だ
　
か
り
ん
）「
諷ふ

う
え
い詠

」
主
宰

「
諷
詠
」
は
曾
祖
父
の
俳
人
、
後
藤
夜
半
が
創
始
し
、
長
男
の
後
藤
比
奈
夫
が
継
承
し
て
同
族
四
代
が
主
宰
を

務
め
る
伝
統
俳
句
結
社
。
平
成
十
八
年
「
諷
詠
」
に
入
会
。
平
成
二
十
六
年
、
句
集
『
初
日
記
』
を
上
梓
。
北

溟
社
与
謝
蕪
村
奨
励
賞
を
受
賞
。
三
代
目
主
宰
、
父
立
夫
の
急
逝
に
よ
り
「
諷
詠
」
第
四
代
主
宰
を
継
承
。
新

た
な
諷
詠
の
作
句
信
条
と
し
て
「
深
観
新
詠
」
を
提
唱
。
令
和
四
年
三
月
第
二
句
集
『
月
華
』
を
上
梓
。
第

十
一
回
星
野
立
子
賞
を
受
賞
。

花
衣
し
め
り
て
重
く
掛
け
に
け
り

　
全
作
品
の
名
前
を
伏
せ
て
、
全
選
者
に
そ
れ
ぞ
れ
特
選
・
秀
作
・
佳
作
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た


